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図 7-1 左：東北地方太平洋沖地震の強震動生成域、 

右：左図に過去の地震のアスペリティ分布（滑り量分布のコンター）を重ね書き 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 200

km

0 200

km

 ：Kurahashi and Irikura [2013] 
：Asano and Iwata[2012] 
：川辺ほか[2012] 
：佐藤[2012] 

中央防災会議[2006]および Yoshida et al. [2011]を追記 



 

2 
 

 

図 7-2 本検討で設定した強震動生成域の分布（図 7-1 に重ね書き） 
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図 7-3 各強震動生成域の地震モーメントと面積のスケーリング則 

 

図 7-4 東北地方太平洋沖地震の強震動生成域の応力降下量と強震動生成域のモーメント
マグニチュードの関係 
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表 7-1 日本海溝沿いの最大クラスの地震の断層パラメータ 

 

 

 

  

面積(km
2
)

強震動生成域の面積
の和

地震モーメント
(Nm)

4.6E+21
強震動生成域の地震
モーメントの和

面積(km
2
) 2,746.6

地震モーメント
(Nm)

1.8E+21 Mo=0.41×⊿σ×S
3/2

Mw 8.1 log(Mo)=1.5Mw+9.1
応力パラメータ
(MPa)

30.0

ライズタイム(s) 9.3 0.5×√S／Vr

面積(km
2
) 2,686.6

地震モーメント
(Nm)

1.7E+21 0.41×⊿σ×S3/2

Mw 8.1 log(Mo)=1.5Mw+9.1
応力パラメータ
(MPa)

30.0

ライズタイム(s) 9.2 0.5×√S／Vr

面積(km
2
) 2,078.5

地震モーメント
(Nm)

1.2E+21 0.41×⊿σ×S3/2

Mw 8.0 log(Mo)=1.5Mw+9.1
応力パラメータ
(MPa)

30.0

ライズタイム(s) 8.1 0.5×√S／Vr
破壊伝播速度 2.83 Vr=Vs×0.72
fmax 6Hz

そのほか

SMGA①

SMGA②

SMGA③

日本海溝沿い

SMGA
7,512
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表 7-2 千島海溝沿いの最大クラスの地震の断層パラメータ 

 
  

面積(km
2
) 強震動生成域の面積の和

地震モーメント(Nm) 7.0E+21
強震動生成域の地震モー
メントの和

面積(km
2
) 840.5

地震モーメント(Nm) 3.0E+20 Mo=0.41×⊿σ×S
3/2

Mw 7.6 log(Mo)=1.5Mw+9.1

応力パラメータ(MPa) 30.0

ライズタイム(s) 5.1 0.5×√S／Vr

面積(km
2
) 1,812.8

地震モーメント(Nm) 9.5E+20 0.41×⊿σ×S3/2
Mw 7.9 log(Mo)=1.5Mw+9.1
応力パラメータ(MPa) 30.0
ライズタイム(s) 7.5 0.5×√S／Vr

面積(km
2
) 1,058.4

地震モーメント(Nm) 4.2E+20 0.41×⊿σ×S3/2

Mw 7.7 log(Mo)=1.5Mw+9.1

応力パラメータ(MPa) 30.0

ライズタイム(s) 5.7 0.5×√S／Vr

面積(km
2
) 1,199.0

地震モーメント(Nm) 5.1E+20 0.41×⊿σ×S3/2

Mw 7.7 log(Mo)=1.5Mw+9.1
応力パラメータ(MPa) 30.0
ライズタイム(s) 6.1 0.5×√S／Vr

面積(km
2
) 2,159.2

地震モーメント(Nm) 1.2E+21 0.41×⊿σ×S3/2

Mw 8.0 log(Mo)=1.5Mw+9.1

応力パラメータ(MPa) 30.0
ライズタイム(s) 8.2 0.5×√S／Vr

面積(km
2
) 991.8

地震モーメント(Nm) 3.8E+20 0.41×⊿σ×S3/2

Mw 7.7 log(Mo)=1.5Mw+9.1

応力パラメータ(MPa) 30.0

ライズタイム(s) 5.6 0.5×√S／Vr

面積(km
2
) 995.7

地震モーメント(Nm) 3.9E+20 0.41×⊿σ×S3/2

Mw 7.7 log(Mo)=1.5Mw+9.1

応力パラメータ(MPa) 30.0

ライズタイム(s) 5.6 0.5×√S／Vr

面積(km
2
) 2,290.8

地震モーメント(Nm) 1.3E+21 0.41×⊿σ×S3/2

Mw 8.0 log(Mo)=1.5Mw+9.1

応力パラメータ(MPa) 30.0

ライズタイム(s) 8.5 0.5×√S／Vr

面積(km
2
) 2,408.8

地震モーメント(Nm) 1.5E+21 0.41×⊿σ×S3/2

Mw 8.0 log(Mo)=1.5Mw+9.1

応力パラメータ(MPa) 30.0

ライズタイム(s) 8.7 0.5×√S／Vr
破壊伝播速度 2.83 Vr=Vs×0.72
fmax 6Hz

千島海溝沿い

そのほか

SMGA

13,757

SMGA①

SMGA②

SMGA③

SMGA④

SMGA⑨

SMGA⑤

SMGA⑥

SMGA⑦

SMGA⑧
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表 8-1 250m メッシュ内の AVS30 の採用優先順位 

優先順位 AVSの算出区分 

1 PS検層 掘進長 30m以上のデータによる AVS30 

2 PS 検層 掘進長 10-30m データによる AVSn（n=10、20）か

ら推定した AVS30 

3 ボーリング 掘進長 30m以上のデータによる AVS30 

4 ボーリング 掘進長 10-30mデータによる AVSn（n=10、20）

から推定した AVS30 
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図 8-1 震度増分の分布（－σ式） 

  

図 8-2 震度増分の分布（μ式）  
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図 8-3 震度分布の推計手法（概要） 
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250mメッシュで表示       1kmメッシュ内の最大を表示 

 

図 9-1 震度の推計結果の表示例 
左：250m メッシュの震度をそのまま表示、右：1km メッシュ内の最大震度を表示 
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日本海溝沿いの最大クラスの地震の震度分布（震度増分：－σ式） 

 

 

（震度増分：μ式） 

 
図 9-2 日本海溝沿いの最大クラスの地震の震度分布（250m メッシュで表示）  

 ：強震動生成域 

 ：強震動生成域 
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（震度増分：－σ式） 

 

 

（震度増分：μ式） 

 
図 9-3 日本海溝沿いの最大クラスの地震の震度分布（1km メッシュの最大で表示） 

 

 

 ：強震動生成域 

 ：強震動生成域 
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（震度増分：－σ式） 

 

（震度増分：μ式） 

 
図 9-4 千島海溝沿いの最大クラスの地震の震度分布（250m メッシュで表示）  

：強震動生成域 
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（震度増分：－σ式） 

 

（震度増分：μ式） 

 
図 9-5 千島海溝沿いの最大クラスの地震の震度分布（1km メッシュの最大で表示） 

 

：強震動生成域 

：強震動生成域 
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（千島海溝沿いの最大クラスの地震の液状化可能性） 

  
（日本海溝沿いの最大クラスの地震の液状化可能性） 

 

図 10-1 液状化可能性分布 
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（千島海溝沿いの最大クラスの地震の液状化による沈下量） 

 

（日本海溝沿いの最大クラスの地震の液状化による沈下量） 

 

図 10-2 液状化による沈下量分布 
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図 11-1 Ｍｗ6.8 の地震が直下で発生した場合の震度分布 
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図 11-2 青森県が想定している内陸直下型地震の震度分布 
・震度分布は、青森県地域防災計画による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-3 宮城県が想定している長町-利府線断層帯を震源とした震度分布 
・震度分布は、第四次宮城県地震被害想定調査報告書（中間報告書概要版）による。 
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図 11-4 福島県が想定している福島盆地西縁断層帯を震源とした震度分布 
・震度分布は、福島県地震・津波被害想定調査の概要による。 
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